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「 」

する 、 が
子どもの遊び 、 や が でなかったり、必要な が に いてなかったりして、 の に 、
や が必要と見える場 が ります 子どもに り い見 るのか、 や の をするのか、

が しい場 でも ります この 、保育者が する に、子どもに をか て を み った で、
えていた を しています 子どもが 中になって繰り返す遊びや 動に 、その子どもにとっての
が り、 っている や 動から、その必要感を み ることができます 子どもが必要感をも 、 ら
して遊びに り ていることに を てて、子どもの を 、保育の を ることが、 学する

心 が育ま る 験を えることに ながります

た
ー びの ま

の時から、車や 車で遊 ことが好き った子どもた 、 になっ
てからも、 で車を り遊んでいた 材料 き場から、 ー・

の ・ など、 い いに 材を び、 の ー する車を っている

「 ー する で、す い 」
ん 、 で材料を び、 うままに 動車が ることが しそう った

ん 材料で、 き や の ういろいろな車を ることを しんでいた
動車ができた子どもた 、 の車を走らせるが、 っす 走る車 ない
んの車 、 った ー の ー で がってしまった しかし、 、
なくて が がる とい に いた のの、「 の ー する で、す

い 」と、す に の きに 、 び と気 を えていた

保育者の み り 子どもた 、 の ー する 動車を るた に、材料を んでいる この場
での子どもた 、 動車の 観（ 、 き 、 たい など）の ー が するように えたり、
見 た 材の を活かすように ったりして、 を しんでいる そして、 った車で遊 という必要
感から、子どもた が ー を って走らせたことで、 動車の 観から 気づ なかった、 動きの
に気づ た このことから、 動車の動き にも関心が き、そこに を感じている

「 する 、 が 」
車を走らせる ー が くなり、 み で なく、 ー を に せて
の る になってきた できた に んが ー を転がして遊び始 る
の の ー 、 ー 、 ール ー と が て、

まで がっていくか て でいる ん 、 の の き
の いで、 がる ード が と 、 する な

ながら が た 、 き た ている
遊んでいるう に、 ー の に たるみ ができた す に、たる と、保育者が をか 、
ー を そうとすると、 んが、 する 、 が と い、段ボールの の の

か 、 ている の を えて を転がすと、 たるみ ができた所で み、 動で
がって転がる ー が した の に 、段ボールの たる が 、 の い きで
がっていくの でいる

保育者の み り んと ん 、 動車を走らせたことで、 ー などの が転がることや、動きの
と に をもった 子どもた の を する遊びを するた に、必要な材料を んでい

る この場 で 、 転がる という に して という 材を見 、いろいろな を って動きの い
を しんでいる ん 、 じ場で遊 友達の転がす や動きをよく観察し、 による動きの いに を 、

したり か たりして しんでいる 子どもた 、 も繰り返して転がる動きを し ことで、 の
いにより動きが わる で なく、 ー の の によっても、いろいろな転がり や動きになること
に気づいている この新たな気づきにより、転がり や 、 の い で なく、転がり の を
する遊びになった ん 、 ー の たるみ を そうとする保育者の関わりにより、 を

せるに 、この たるみ が必要 と意識し、 こ がいい と、 の いを っきりと えることができた
保育者 、 んの えを て を したことにより、 を ることになった



「 って る で」
ん 、 たるみ のできる ー の に ー を転がし、 せて

遊んでいる 、 で いがついた が、 る とに気づくと、
きの で、 うわっ、 った と った そして、す にもう 回やってみる
んがそ で遊 んに、 やって、 るんで と、 しそうに見せると、
んも、 んの えてく たことに をも 、す に試す ないものの、

が と き、 った 、 った に が くな 、 まっていく
がっていた

保育者の み り ん 、 が転がること の好奇心が まり、転がる遊びを繰り返し したことで、
転がるという動きに 、 転がり る と 転がりながら る 動きが ることを発見した
この発見により、 までの転がし遊びで気づいたことと う や を感じ、こ を友達に える

動に ながっている この姿から 、 するまで繰り返し試すことのできる や時間を保 することの
が かる また、ものや に に き って遊んでいる ん 、 ー という 材によってで

きた の やその の る が、この遊びに 必要なこと と感じて、繰り返し遊んでいる の
動きを繰り返しよく観察したことで感じたことを活かし、 意 して遊んでいるた 、 転がり る とい
う新たな発見の びを 験した こ らの姿から 、ものの や の動きが生ま る などを感
じて繰り返し遊ん 験により、新たな発見に ながる 性が芽生え、 学する心 が育ま たことが
かる 

 

気づきから、学びへとつながっていくまでの過程 （「科学する心」につながるキーワード） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
•おもしろい！・でもどうして？   （心が動く） 

 
 
•やってみたいな          （好奇心の芽生え） 

 
 
•やってみよう           （試行の始まり） 

•ふーん・そうか          （新たな気づき） 

•もう1回！             （観察・発見の繰り返し） 

•やっぱり！            （納得） 

•経験を次の活動に活かす      （学びが繋がる） 

必要と感じたこと
 

車の材料 

車を走らせる場所 

友達の姿 

“たるむ”段ボール 

転がるもの 

繰り返し試せる 
場や時間 

遊びの中での気づきや保育者の関わりにより、子どもがこの必要性を意識している 

子どもの な気づきから生ま る意 こそ、 学する心 の芽生えで り、こ 、心が動い
たその 間から始まっていると える そこにどんな気づきが ったのか、その気づきが子どもの心をどう

り、次の行動に ながったのかを に見 ったことで、 心 る経験を み る中で、その
経験が子どもた のどのような育 や学びに ながっていったのか を えることができた
子どもにとって 、 に った な 、 な いや など、新たな いの てが で く、

心が 動く 間で る この いに、 意識のう に関わりたくなる気 を 好奇心の芽生え と え、
関わろうと わ 動き す姿を 試行の始まり と える 試行の に 、 りの時も 、
と く う になることも る ど らにしても、 たな気づきと て 心に まるが、 で

まらないのが で る 「 」と、 いながら ていく で、 に っ
た に る でなく、 との の に、「 」との 、 すた に っ
た が まらない その もう 回！ 次 ！ と、 を かせて 中している姿 、ま に な
学者で る そして、 やっぱりそう と なりの えを き し、 な 験となっていく


